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表2　発芽揃い後の潅水基準策定試験

1　は　じ　め　に

岩手県では県北部を中心に大規模な開畑，農地造成が行

なわれており，畑地潅漑施設の導入が併せて計画されてい

る。県北部でこれら施設を有効に利用できる作物の一つと

して根ミツバをとりあげ，発芽及び根株養成のための雇水

基準を検討した。

2　賦　験　方　法

（1）試験場所：岩手農試県北分場内降雨遮断圃場（有

蓋，無底，4m×3．5れ）

（2〉　供試土壌：腐植質火山灰土壌

（＄）濯水方法：頭上蔵水

（4）品種：柳川2号

は・試験年次：1985～1986

（6）施肥量（吻／b）：N＝1．6．PzO5＝1．5，

K20＝1．6，堆肥（牛厩肥）＝150

川　播種期：6月17日

脚　栽植様式：畦幅100cm，ベット幅70C可，1ペット当

たり粂間15cmで5条播き，播種量0．3∠／♂

（9）試験区の構成：表1，表2による。

表1　発芽時の饉水基準策定試験

区　　 名

港 水 星 （喝） 敷 わ ら

1 回 日 2 回 目

有 無
朝 夕 朝 夕

5 1■1 日 1 回区 5 0 5 0 ① 十 一

2．5鳳 1 日 2 回区 2．5 2．5 2．5 2．5 ⑧ （参 ■

5 m 2 日 1 回区 5 0 0 0 ③ （診 ’

5 孤 1 日 2 回区 5 5 5 5 ヰ ④ ’

区　 名 備　　　　　　　 考

p F 2．1管理 区 pF 2．1を雇水始点 とし以後p F 1．8 まで下 げる。

p F 2．3管理区 pF 2．3

p F 2．5管理区 pF 2．5

対 照 区 かんばつ年で ある53年 を再現 して管理す る。

3　試験結果及び考察

川　発芽時の濯水について

発芽始めまでの目数は，1日当たり惑水量2．5～10孤の

間でほとんど差はなく9～11日であった。しかし，その後

の発芽率は，土壌pFが1．6～1．8の間で安定的に推移した

無敵わら朝夕1日2回2．5職種水区が，最高の79％を示し

た（図1，2）。

有数わら区は，敷わらを除去したは日日には，どの区も

はば50％で差がなく，発芽始めまでの管理は5m2日1回

の鍾水で充分であった（図3）。

0　日5■lul回区
△　212．5－182回区

口　封5■2日1匝】区

×11511日2匝Ⅰ区

一一徽敷わら区

一一一有数わらは

注．全区とも播種2～3日前にpFl．8（圃場容水量）と

して播種する。

上記潜水基準は発芽揃いまで行う。
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図1播種時の雇水方法と土壌pFの推移（日別）

注．深さ10cmのテンシオメーターの示度：午前9時測定
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t2）発芽揃い後の雇水について

対照区ではpF2．5以上の時，下葉の枯れ上がりが見られ，

17　　　19　　　　21

播種後日軟く日日）

図2　潜水方法と発芽率の推移

蓑3　伏込み時の生育調査（10月2日）

乾掛こよる株数の減少と残り株の肥大化が見られた。また，

pF2・1管理区では，過湿により株の肥大化が進むとともに

初期生育の遅れた株の腐敗による株数の減少が見られ，残

存株は1株重のばらつきが多くなるとともに過小，過大株

が増加した。伏込み時の生育状況は，pF2・3管理区とpF

2・5管理区では比較的細い活着力旺盛な根を持った株が多

く，虎当たり株数も440本前後確保され，形質が揃った良

質な根株が得られた（表3）。

5鳳　　　2．5可1　5勧　　　51m
1日1回区1日2回区2旧1回区1日2回区

図3　播種後15日日の発芽状況

1 株　 当　 た　 り 】板 重

（タ／／局）
彙　数 根：長 棍　数 最大根径 根　 重 全　垂
（枚） （cm） （本） （鳳） （7 1 （タ）

4 ．5 2 0 ．4 9 ，2 4．6 4．7 6 2 0 ．0 1 ，6 2 0 6 ．7 9 0 0 ．5 2

3 ．1 2 1 ．1 8 ．9 4．8 3．6 0 1 4 ．6 1 ．6 0 0 6 ，5 1 0 0 ．4 0

4 ．3 2 5 ．8 9．8 5 ．3 3 ．5 6 1 5 ．8 1，6 5 0 6 ．8 6 0 0 ．3 6

4 ．2 2 4 ．5 8 ．4 5 ．9 5 ．0 0 2 0 ．7 1，8 5 0 7 ．6 5 0 0 ．5 9

4　ま　　と　　め
雇水することにより，発芽並びに発芽揃いが良好となる。

（2）発芽揃い後は，pFを2．3～2．5に管理することによ

川　根ミツパの発芽は，毎日，朝夕の2臥2．5mずつ　り，比較的均一な，良質の根株が得られる。
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